
旧士別市 
（１）歴代市長名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

（２）歴代助役名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
（３）歴代収入役名 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

歴代 氏   名 就任年月日 退任年月日 在職期間 

初代 三 浦 満 吉 昭和 29.8.9 昭和 31.6.9 1 年 10 ヵ月 
2 佐々木 良五郎  31.8.10  35.8.9 4 年 
3 佐々木 良五郎  35.8.10  39.8.9 4 年 

4 木 村 伊三郎  39.8.10  43.8.9 4 年 
5 木 村 伊三郎  43.8.10  47.8.9 4 年 
6 木 村 伊三郎  47.8.10  49.4.18 1 年 8ヵ月 

7 國 井 英 吉  49.5.25  53.5.24 4 年 
8 國 井 英 吉  53.5.25  57.5.24 4 年 
9 國 井 英 吉  57.5.25  61.5.24 4 年 
10 國 井 英 吉  61.5.25 平成 2.5.24 4 年 

11 樫 木   実 平成 2.5.25  6.5.24 4 年 
12 樫 木   実  6.5.25  10.5.24 4 年 
13 田苅子   進  10.5.25  14.5.24 4 年 

14 田苅子   進  14.5.25  17.8.31 3 年 3ヵ月 

歴代 氏   名 就任年月日 退任年月日 在職期間 
初代 中 屋 金次郎 昭和 29.12.8 昭和 31.7.26 1 年 8ヵ月 
2 笹 尾   清  31.9.7  35.9.6 4 年 

3 笹 尾   清  35.9.7  39.7.6 4 年 
4 國 井 英 吉  39.11.20  43.11.19 4 年 
5 國 井 英 吉  43.11.20  47.11.19 4 年 

6 國 井 英 吉  47.11.20  49.5.1 1 年 6ヵ月 
7 広 田 正 憲  49.6.20  53.6.19 4 年 
8 伽 賀 梧 郎  53.6.20  57.6.19 4 年 
9 西 家   隆  57.6.21  61.6.19 4 年 

10 西 家   隆  61.6.20 平成 2.6.2 4 年 
11 西 家   隆 平成 2.6.22  6.6.21 4 年 
12 西 家   隆  6.6.22  10.6.12 4 年 

13 吉 越 三 矩  10.6.13  14.6.12 4 年  
14 吉 越 三 矩  14.6.13  17.8.31 3 年 2ヵ月 

歴代 氏   名 就任年月日 退任年月日 在職期間 
初代 太 田 茂 治 昭和 29.12.8 昭和 33.12.7 4 年 
2 太 田 茂 治  33.12.9  37.12.8 4 年 

3 七 条 成 良  37.12.18  41.12.17 4 年 
4 七 条 成 良  41.12.18  45.12.17 4 年 
5 広 田 正 憲  45.12.18  49.6.20 3 年 6ヵ月 

6 窪 野 文 夫  49.6.20  53.6.19 4 年 
7 窪 野 文 夫  53.6.20  57.6.19 4 年 
8 窪 野 文 夫  57.6.21  61.6.19 4 年 
9 窪 野 文 夫  61.6.20 平成 2.6.19 4 年 

10 半 谷   進 平成 2.6.22  6.6.21 4 年 
11 半 谷   進  6.6.22  10.6.21 4 年 
12 伊 藤 政 彦  10.6.13  14.6.12 4 年  

13 伊 藤 政 彦  14.6.13  17.8.31 3 年 2ヵ月 



 

（４）名誉市民 
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故 山 崎 永 太 

 
 
 
 
 
 

故 秋 山 孝太郎 
 
 
 
 
 
 

故 佐々木 良五郎 
 
 
 
 
 
 

故 久 光 鷹 士 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

故 中 西 秀 利 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

故 國 井 英 吉 
 
 
 
 
 

 

 
昭和 33．4．26 

 
 
 
 
 
 

昭和 37.2.27 
 
 
 
 
 
 

昭和 47.3.25 
 
 
 
 
 
 

昭和 54.7.1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和 59.5.2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 4.3.24 
 
 
 
 
 

 

 
水稲品種の改良に努め、優良品種「山
崎糯」を完成した。 
さらに水稲極限地帯における耕作革命
というべき「温床育苗」を確立し、本
道寒冷地域の農業文化の興隆に寄与し
た。 
 
畑作耐寒作物である馬鈴薯の栽培に主
体を注ぎ国内澱粉生産界の動向づく
り、組織化に挺身した他、長年にわた
り村議、道議会議員を歴任して市政並
びに道政の振興に尽力し指導者として
貢献した。 
 
愛郷に燃え、本市を墳墓の地と定め地
方自治に携わること 34 年に及び士別
町助役、同町長さらに士別市長の要職
を歴任し、道北地方における主要産業
都市発展への基盤を築き、市政の振興
に貢献した。 
 
昭和 13 年以来 33 年間士別町村会議員
及び士別市議会議員を歴任し、またこ
の間12年7ヶ月の永きにわたり市議会
議長の要職を勤め、本市の産業基盤の
確立、住民福祉の向上、生活環境の整
備充実に献身され豊かな街づくりの諸
政策を積極的に推進し、道北地方にお
ける主要産業都市発展への基盤を築く
等、市政の振興に貢献した。 
 
昭和 7 年以来士別士功組合議員及び士
別土地改良区理事長を歴任し、実に 50
年の永きにわたり農業基盤の開発改良
に挺身し、士別市農業経営の発展に努
力した。特に岩尾内ダム建設、天塩川
上流総合かんぱい事業にも多大な情熱
をかけた。また、この間道議会議員等
の要職を勤める等市の振興に大きく貢
献した。 
 
昭和 39年から 49年まで、士別市助役、
同49年から平成2年まで士別市長とし
て生活基盤の整備、農業、商工業、生
活福祉の充実強化、さらに企業誘致
等々本市行政の発展に努めた。 
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昭和60.12.10 
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昭和59.10.17 
 

大正 6.3.30 
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平成 11.3.16 
 
 


